平成2６年度　大阪府社会教育委員会議　第３回検討部会　概要
○日　時：平成２6年11月４日（火）　10：00～12：30
○会　場：大阪府庁別館8階　共用会議室１
○傍聴者：　一般：なし　　報道：なし
１　開　　会
２　挨　　拶
３　委　　員
　　　出席委員（４人）大脇委員、岡村委員、出相委員、村田委員
      欠席委員（１人）近棟委員
４　議　　事
（1） 提言本文（案）について（P1〜P14　参照）
　　　　　⇒　意見聴取
（２）実践プランの基本的な考え方について（P16～P20　参照）
⇒　意見聴取　
（３）実践プラン（例）案について（P21～P26）参照）
◆主な意見等
　　＜提言本文（案）について（P1～P14）＞
・2ページの参考資料の「学校支援活動について」だが、学校支援活動は平成12年度から14年度にかけて府内全中学校に設立されたすこやかネットを基盤として始まったように感じているので、平成14年度からでなく、平成12年度から入れた方がいいと思う。
・参考資料に提示されている図は3次元になっているが、数値がずれて見えるので2次元で表した方がわかりやすいと思う。
・参考資料の一番下にある「学校支援の取組みを通した地域活動の評価・検証のための意識調査」の中に学校が地域と連携する効果がわかるような調査結果があるのであれば、掲載した方がいいと思う。
・参考資料のようなグラフを掲載する場合は母数を提示する必要があると思う。
・大学の論文でグラフを掲載する場合は本文中で必ずグラフについて触れるので、本文で少し触れた方がいいと思う。
・市民活動センター（NPOセンター）はNPO等の団体の立ち上げなどに関わっていて、団体の情報を多く持っているとともに社会教育が割と関わりやすい組織なので、3ページの15行目にある組織や団体の１つに市民活動センターを追加した方がいいと思う。
・この提言では学びと実践が繰り返される地域をめざしているので、8ページにある図の表題は「学びが実践に移っていく」という表現ではなく、「学びと実践が循環していく」という表現に変えた方がいいと思う。
・9ページの下から1行目から10ページの下から3行目にかけて、「もらいたい」という表現が　　　４つあるので、幾つかを違う表現にした方がいいと思う。
・11ページの5行目にある「住民の感覚と近いものとなり」は「住民の感覚」が具体的ではなくわかりにくいので削除した方がいいと思う。
・11ページの2行目から8行目に書かれていることは、市町村によって少し差があるかもしれないが公民館の活動の通常の役割の１つだと考えられるので、「今まで行ってきたことを活かして他の組織や団体とのつながりを意識しながら、学びと実践の循環をおこすような取組みを実施してもらいたい」というような表現に変えた方がいいと思う。
・11ページの図の中にある「大人が学ぶ機会をつくる」は内容によっては子どもも一緒に学ぶこともあると思うので、「学ぶ機会をつくる」にした方がいいと思う。また、表題は「学びを実践に移す動きをおこす」は8ページの図と同様に「学びと実践の循環をおこす」に変えた方がいいと思う。
・12ページの10行目以降にある大阪府への提案の「事例の収集・発信」については収集・発信するだけでなく、事例を広げていくためには収集した実践事例に関する成果や課題について学び合いや振り返りをする研修をした方がいいと感じるので、付け加えるといいと思う。
・13ページの11行目と12行目にある「資源」という言葉を使うと地域でボランティアを行っている人から反感を持たれることがあると思う。また、11行目と15行目に同じようなことが書かれているので、「資源」という言葉の使い方を含めて整理し直した方がいいと思う。
　　　　　　　　
　＜実践プランの基本的な考え方について（P16～P20）＞
　　　・16ページの11行目の4つのステージのところは、本文と同じように「気づく」「学ぶ」「知る」「始める」の4つのステージと書いた方が具体的でわかりやすいと思う。
　　　・16ページの19行目から17ページの6行目までのところの表現は、実践プランの「4つのステージを順番に取り組まなくてもいいこと」と「社会教育行政のプランへの取り組み方」を分けて書いた方がわかりやすいと思う。
　　　・16ページの21行目の「順番に取り組まないといけないとは考えてはいない。」の後に「１つ１つが独立したものでもなく、関連したものなので」というような表現を付け加えた方がよりわかりやすくなると思う。
　　　・16ページの21行目にある4つのステージの順番についてだが、ステージの順番を入れかえることはありだと思うが、ステージを減らすのは今までの議論の前提を崩すことになるのでよくないと思う。減らすのではなく、組み合わせることはありだと考えているので「『気づきを促す』と『情報提供する』などの2つのステージを組み合わせたりするなど」というような表現にするといいと思う。
　　　・17ページの８行目に「実践プラン作成に向けた５つのステップ（流れの例）」などとするのではなく、「提案書」と「実践プラン作成シート」についても触れた方がよりわかりやすいと思う。　
　　　・17ページの７行目から12行目にある文章は17ページの最後に移した方が流れがよくなり、18ページから20ページにある資料へと自然につながっていくように思う。
　　　　　　　　　　
　　
＜実践プラン（例）案について（P21～P26）＞
・21ページの実践プラン１の「学ぶ機会をつくる」のステージの取組内容をみると少しハードルが高くて、大学生が実際に集まらないように思う。
・大学に対して、ある市から子どもの集まる場の企画を考えてくれる大学生を紹介してほしいという依頼をもらったときに学生に募集をかけたら、6人の学生が集まってくれて1年間企画委員として活躍してくれたので、このプランでもいいと思う。
・「学ぶ機会をつくる」の取組内容のハードルをさげるために、「次の企画を一緒に考えます」ではなく、「大学生にアイデア、問題意識などを出してもらう」にした方がいいと思う。
・22ページの実践プラン２の取組内容にある「弁当をつくる」は、ハードルが高くなるので、おかずづくりの方がいいと思う。また、メール直送作戦はメールアドレスのない人もいると思うので、メール以外のことも含むような書き方にした方がいいと思う。
・23ページの実践プラン３の「学ぶ機会をつくる」のステージの取組内容をみると、障がい者との交流に興味がある人しか参加してくれないような気がする。
・「学ぶ機会をつくる」の取組内容をアロマセラピーや入浴剤づくりをテーマとした学習に変えて、その中に障がい者理解の学びを入れ込む形にすると、参加者は少し増えると思うが、変えてしまうと「学ぶ機会をつくる」のではなく、「気づきを促す」になってしまうと思う。
・ステージの順番を入れかえるプランとステージを組み合わせるプランが１つずつあれば十分だと思う。このプランは「学ぶ機会をつくる」と「気づきを促す」の順番を入れかえて元のプランに戻した方がいいと思う。
・実践プラン３の「できること気になることから始める意識の醸成」の取組内容にある「足湯会、スヌーズレン会を開催」は「障がい者の方がやりたいと思うことを一緒に考えて実践してみる」というようにした方が障がい者と一緒に考えて、取組みを行うということがより伝わるのでいいと思う。
・25ページの実践プラン５の「情報提供する」にある関わる団体の１つに、ＮＰＯ等の団体とつながっている市民活動センターを加えた方がいいと思う。
・26ページの実践プラン６のテーマを考えるときに「気づきを促す」のステージは欠かすことはできないと考えているので、「学ぶ機会をつくる」か「情報提供する」と組み合わせる形でもいいので、入れた方がいいと思う。
・ホームレスに限らず、ネットカフェ難民や困窮している人も含めて、現代の社会問題である貧困に関わることをテーマにして考えた方がいいように思う。
・現在、６人に1人の子どもが貧困状態にあると言われ、食事に困っていたり、学習塾に行けないことから学力格差が生まれてきたりしているので、貧困はどこの地域にもある問題だと思う。
・子どもの保護者がこのような問題を考えていくことはとても大切だと思う。しかし、プライバシーに関わることなので個別事象にまで入っていくのは無理だと思う。
・「学ぶ機会をつくる」の後に、「できること・気になることから始める意識の醸成を図る」を持ってきて、できるだけハードルの低い取組みを考えて、最後に「情報提供する」と「気づきを促す」を組み合わせて多くの人が集まる総会の場等で「情報提供して、気づきを促す」というような流れにするといいと思う。
　閉　　会　
